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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、細胞膜を構成する脂質の動態、特にラフトの形成や膜タンパク質との相互作用の構造基盤

を明らかにすることを目的とし、化学合成、固体 NMR、MD シミュレーションなど多彩な手法を用い

て、効率的に研究が推進されている。 

安定同位体で標識した種々の脂質を化学的に合成する手法の確立が強固な基盤となり、質の高い配

座解析が実現されている。学術業績も順調に上がっており、ほぼ当初計画に沿った研究成果が期待でき

る。 


